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研究成果の概要（和文）：東南アジア大陸部に位置する天水田農業を主体とした不安定な自然環

境における平原地帯（東北タイドンデーン村とラオスのヴィエンチャン平野ドンクワーイ村）

における多品種の稲や植物,魚介類や昆虫など様々な動植物資源の栽培・採集・販売などの複合

的な資源利用の実態とその変化の態様を地域の学際的・総合的共同調査で明らかにした。両村

ともグローバル市場経済の影響が認められるが，ドンデーン村ではかつて存在した複合的な資

源利用が平地林の消滅や都市近郊村落化によって失われており，ドンクワーイ村はグローバル

化や森林伐採で変容を遂げつつあるが，インフラの未整備によって伝統は保持されている。 
 
研究成果の概要（英文）：In the Southeast Asia continent plain zone, self-sustaining farm 
villages which cultivate paddy agriculture spread out. As villager’s subsistence strategy in 
this unstable natural environment, they depend on rain-fed cultivation, collection, and sale 
of various animals-and-plants resources, such as rice, wild plant, fish, shellfish and various 
a kind of insect. Economically, this complex resource use guarantees food security, and can 
be evaluated as a continuous lifestyle which is in the opposite poles of the large 
monochrome culture-agriculture of an environmental impact ecologically. In recent years, 
phenomena had strong influence of manufacturing industry, population growth, an 
increase in household off-farm job opportunities. The aim of this joint study is to analyze 
complex animals-and-plants resources use and their mode of change. These resources 
comply a various kind of rice, other crops, wild plant, fresh water fish and shellfish, insect, 
which are cultivated, domesticated, collected, or sold. Main study sites are 1) a rain-fed 
village on Korat plateau, Northeast Thailand, 2) a rain-fed village in Vientiane plain which 
occupies bush/forest partly, Laos. We try to clarify and examine the common feature of 
these two areas and its sustainability under the influence of the global market economy by 
cooperation with interdisciplinary academic research teams. Furthermore, we tried to 
construct to the new theoretical framework which analyzes the correlation of different 
exploitation of biomass, and the mutual complement relation of the employment. 
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１．研究開始当初の背景 
 メコン川の中流域に当たるタイ東北部コ
ラート台地，ラオスのヴィエンチャン平野に
は，タイ・ラオ族が西南中国から谷筋を南下
しつつ平地林を開拓して定着し，糯種の水稲
を栽培しつつ，その地域の持つ独自の環境生
態システムを活用して，「米－淡水魚－野生
動植物－野菜」を複合的に利用する資源利用
と，これを獲得するための家族農業による自
給稲作による安定した農村社会が持続して
きた。それが，1980 年代以降の両地域の経
済発展，政治体制の変化（ラオスにおける社
会主義の開放経済化），1990 年代後半以降の
グローバル化の進展，両国の交流の増加など
により，そのシステムが大きく変わりつつあ
る。 
 この変化の様相と，それでも変わらない部
分を，両国の２つの農村で学際的な研究組織
で短期・長期定着調査を行いながら分析総合
しようとする共同研究である。タイでは石井
米雄・福井捷朗・口羽益生らが組織したドン
デーン村の過去 20 年間の変容研究や，その
後の 20 年の変化の軌跡を追求した舟橋和夫
の組織した総合研究，ライスでは総合地球環
境学研究所の秋道智彌を代表とする「アジ
ア・熱帯モンスーン地域における地域生態史
の統合的研究:1945-2005」の一環として野中
健一が組織したヴィエンチャン平野の水田
農村プロジェクトが下地にある。これらの２
つの地域の比較と 2005 年以降の変化を追求
することも目指した。 
 
２．研究の目的 
 東南アジア大陸部に位置する天水田農業
を主体とした不安定な自然環境における平
原地帯の自給的な農村における，多品種の稲
や植物，魚介類や昆虫など様々な動植物資源
の栽培・採集・販売などの複合的な資源利用
の実態とその変化の態様，成立条件を東北タ
イとラオスのヴィエンチャン平野の２つの
村落の比較をとおして，学際的陣容で実証的
に明らかにすることである。その結果から東
南アジア平原地帯に共通する複合的資源利
用の特徴を明らかにし，グローバルな市場経
済の影響下におけるこの地域の複合的な資
源利用の持続性について検討する。さらに異
なる生物資源利用の相互関係と，多様化する
就業形態と資源利用との相互補完関係を分
析する新たな理論的枠組みを構築すること
である。 

 あわせて，タイ・ラオス両国での学際的な
研究者の協力体制の構築と，日本におけるさ
まざまな専門分野を持つ大学院生（留学生を
含む）に長期・短期の調査機会を与えて，基
礎データにもとづくボトムアップ型の分析
手法と，データ共有による新たな地域研究の
「越境」を経験させ，次世代の地域研究者の
育成もめざした。 
 
３．研究の方法 
(1) タイ班とラオス班にわけてその下に各
分担者・研究協力者を配置する。その対象村
は①タイ国コンケン県コンケン郡ドンハン
区ドンデーン村（ドンノイ村・ドンチャロン
村，新ドンデーン村を含む範囲）②ラオス国
ヴィエンチャン特別市サイタニー郡ドンク
ワーイ村である。コンケン大学教育学部，ラ
イス国立大学地理学部，ラオス国立農林業研
究所の協力を得た。 
(2)  調査内容は, 住民の生業活動, 資源利用, 
農業生産, 食・栄養調査, 村落経済における
非農業部門の貢献度調査, 立地形成に寄与す
る自然環境調査, 家畜の利用と人―家畜関係，
開田史と塩採取の実態調査, 村落社会のなか
の学校での資源利用や子どもの環境観, 環境
意識の変化，森の利用変遷史，ジェンダーの
地理，水資源分析などである。 
(3) いずれの地域においてもほぼ共通するフ
ォーマットで全戸世帯調査を実施すること
により，基本的な家族構成, 移動歴, 農地所
有, 農外就業, 所有物/インフラ，教育・学歴
の概要を把握した。 
(4) それらを視覚的にかつ継時的に分析す
るツールとして, 高解像度衛星写真とGISや
GPS を用いる。それを補完しながら，両地域
における 1筆ごとの境界が記入された村落図
を作成し，そこに村人との協力をえながら，
資源や土地利用，土地所有，作物（イネ品種，
野菜，畑作物）の時系列表現を行った。 
(5) 以上の方法をもとに，生物資源利用の相
互関係と, 多様化する就業形態と資源利用と
の相互補完関係を分析する新たな理論的枠
組みを構築することをめざす。 
(6) 2008 年 1 月 16〜17 日にタイ国コンケン
大学教育学部で,日本とタイの分担者,研究協
力者に加えて,ラオスの国立農林業研究所,ラ
オス大学の研究協力者,ドンクワーイ村,フア
シアン村の中学校長,ドンデーン村の小学校
長,村落委員などを交えて,国際シンポジウム
を開催し,その資料として英文プロシーディ



ングを刊行した。 
 
４．研究成果 
(1)本研究は東南アジア大陸部の平原水田地
帯に位置する共通の文化的背景をもつ地域
で，調査手法やデータ共有の方法を議論した。
その立ち上げのために現地カウンターパー
トとの協力の取り付け，村落における定着調
査と周辺地域を含んだ広域調査を併用して，
ボトムアップで資料を集積・共有し，相互比
較をめざした。 

その比較は，1 地域における時系列と，2
地域の空間的相互比較の２種であった。タイ
ではすでに 40 数年以上の日本人チームによ
る調査歴と成果・基礎データが蓄積されてお
り，ラオスの事例村でも総合地球環境学研究
所を中心とした生態史プロジェクトの一環
として 7年以上の足場をもつため，長いタイ
ムスパンでの比較が可能になった。 
(2)ドンデーン村では現在でも見かけは村落
景観を保持するが，ライフスタイルからは都
市化した通勤兼業農村である。20 年前に存在
した複合的な資源利用の多くは失われ，次の
世代にも共有されていない。 
(3)ドンクワーイ村は中心都市からの距離が
30km 前後とほぼ同じだが，多品種の稲や植物，
魚介類や昆虫など様々な動植物資源の栽
培・採集・販売などの複合的な資源利用の実
態が存在するが，中国・台湾資本やラオスの
富裕者の投資などによる森林の伐採や道路
建設などによって，まさに変動の渦中にある
が，なお伝統は保持されている。 
(4)ドンデーン村では，水利施設の整備によ
って二毛作化が可能になったが，その作付け
は部分的段階にどとまっている。稲品種では
粳米の増産指向が指摘できるとともに，田面
の地形改変をしてまで，直播や品種の単一化
を行う省力技術が普及している。一方，ドン
クワーイ村では，なお品種の多様性と微地形
との対応，糯米の圧倒的優位，水田中に点在
する平地林の多様な資源利用がみられる。こ
れらは，農民の村内での行動（野生動植物採
集や家畜の世話）などの行動軌跡からも指摘
できる。 
 (5) 教育と地域社会という観点からの資源
利用では，ラオスの小学校の例に村の自然資
源（木材など）と学校教育が密接にかかわる
ことが指摘できる。ドンクワーイ村では学校
施設のための建設・修理資材の利用や学校敷
地の拡張や施設の維持のために，村民自らが
現物を供出し，無償の労働力を提供すること
で維持してきた。そのために学校林が存在し，
学校の塀や建築材料のためには，村民自体も
共有林から供出用の材木を伐採していた。 
これらの森林は多くは地域社会の共有林で，
名目上は公有であったが， 1980 年代半ば以
降，ラオスの開放政策や道路の整備，村外者

による村有林の買収によって，しだいに変化
していった。90 年代後半以降にその傾向は加
速化され，さまざまな ODA，NGO などの開発
援助・インフラが村に入り，タイ国境地域を
中心にした村からの出稼ぎ労働者のもたら
す送金が村経済に大きな変化をもたらした。
コンクリート校舎の修繕や維持には相当の
現金が地域社会で必要となる一方，村人の学
校への現物での貢献は木柵のようなものに
限定されるようになった。 
(6) 村落での食行動については，なお淡水
介類と米，野菜（野生を含む）の複合的な献
立がいずれの地域でも基本となっているが，
ドンデーン村では購入食材の増加，通勤兼業
による外食の一般化と村内市場での夕食の
おかずの提供など，外部経済の影響が顕著で
ある。ドンクワーイ村では，なお餅米を基本
とした伝統的な献立が中心となっているが，
野菜は不足している。 
(7) この総合研究の研究代表者，研究分担
者の下には多くの大学院生が活躍し，この地
域で書いた修士論文 8，博士論文 2 の成果が
生まれた。その後，ポストドクターの職１名，
初等中等学校の教員 3名が就いた。 
(8) 研究協力者であるタイ・ラオスの教員 4
名の訪日による討論議論の深化が可能とな
った。 
(9) 両地域での同じ指標を用いた相互比較
とそのモデル化に関してはいまだ不十分な
段階である。今後，個別の集会やシンポジウ
ムを開催して，2011 年度の最終報告に当たる
共同著作にむけて議論していきたい。 
(10) 定着調査によって，地域への還元をわ
かりやすく目に見える形で行うための集会
やブックレットの配布，掲示場の設置などは
有効であった。 
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〔その他〕 
タイ・ラオスの２つの調査村での村人相手の
研究成果の発表会を各１回実施するととも
に，ラオスでは写真を中心とした動植物利用
のブックレットを全戸に配布した。 
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